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シャーガス病の検査を受けて、義父母とともに陽性の判定が出たアステリア（写真中央）。ベン
ズニダゾールは妊娠中と授乳中は服用できないため、１歳の娘への授乳を止める決意をした。

ACTIVITY NEWS 必須医薬品キャンペーン
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洪水を逃れ、都市周縁に生きる人びと
　パキスタン南部のカラチ郊外に、いつしか形成されたスラム。悪臭の漂う水辺にしゃがんだ５歳の少女
は、おうちのゴミを捨てに来た、と言います。国内最大の都市カラチには、昨年と今年、続けてパキスタ
ンを襲った大洪水から避難した人びとが集まり、スラムの人口は約７万人に上るとみられています。住居
や耕作地、家畜、すべてを押し流された避難民は、再び洪水に遭うことを恐れて故郷に戻ることをあきら
め、高速道路沿いに連なるテントやスラムの仮住まいに暮らし、大都市カラチで生き延びたいと話します。
　劣悪な環境で命の危機と隣り合わせで生きる人びとに、国境なき医師団(MSF)は、飲料水や衛生設備、
栄養治療をはじめとする医療を提供しています。

◇カラチ（パキスタン）、ダッカ（バングラデシュ）、ヨハネスブルグ（南アフリカ共和国）、ポルトープラ
ンス（ハイチ）、ナイロビ（ケニア）――MSFが医療を届ける５ヵ所のスラムの状況を伝えるドキュメン
タリー「Urban Survivors（都市周縁で生き延びる人びと）」（英語版）を、ウェブサイトで公開中です

（www.urbansurvivors.org）。
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パキスタン
PAKISTAN



内
戦
の
影
響
が
残
る
地
域
で

　

２
０
０
９
年
ま
で
ス
リ
ラ
ン
カ
で
20
年
以

上
続
い
た
、
政
府
と
反
政
府
勢
力
「
タ
ミ

ル
・
イ
ー
ラ
ム
解
放
の
ト
ラ
」
の
内
戦
。

紛
争
で
心
に
傷
を
負
っ
た
人
の
数
は
12
万
人

以
上
、
現
在
の
医
療
体
制
で
は
そ
の
内
５
％

以
下
し
か
医
療
を
受
け
ら
れ
な
い
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

内
戦
終
結
後
、
北
部
の
イ
ン
フ
ラ
再
建
は

始
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
専
門
医
療
は
依
然
不

足
し
て
お
り
、
Ｍ
Ｓ
Ｆ
は
そ
の
分
野
の
支
援

に
重
点
を
お
い
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
救
急
医
療
の
専
門
医
、
外

科
医
、
麻
酔
科
医
な
ど
を
公
立
病
院
に
派

遣
、
病
院
が
な
い
場
所
で
は
地
域
ご
と
に
移

動
診
療
を
行
い
、
ま
た
精
神
科
医
と
心
理
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
が
、
凄せ
い
さ
ん惨
な
戦
闘
を
目
の
あ
た

り
に
し
て
心
に
深
い
傷
を
負
っ
た
患
者
に
診

療
や
ケ
ア
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

「
ロ
ジ
ス
テ
ィ
シ
ャ
ン
」
と
は
？

　

今
回
私
は
、
コ
ロ
ン
ボ
に
あ
る
拠
点
か
ら

現
場
の
ロ
ジ
ス
テ
ィ
シ
ャ
ン
た
ち
の
仕
事
を

サ
ポ
ー
ト
・
監
督
・
調

整
す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
し
て
８
ヵ
月
働

き
ま
し
た
。

　

Ｍ
Ｓ
Ｆ
の
活
動
に
は

医
師
や
看
護
師
だ
け
で

な
く
、
非
医
療
ス
タ
ッ

フ
も
必
要
で
す
。
ロ
ジ

ス
テ
ィ
シ
ャ
ン
の
仕
事

は
、
十
分
な
医
療
支
援

が
で
き
る
よ
う
に
医
療

ス
タ
ッ
フ
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
こ
と
。た
と
え
ば
、

外
科
医
が
手
術
を
行
う

に
は
、清
潔
な
手
術
室
、

塩
素
消
毒
さ
れ
た
水
、
手
術
用
具
を
滅
菌
す

る
医
療
機
器
、
ロ
ウ
ソ
ク
で
は
暗
い
の
で
手

術
用
照
明
、
そ
の
た
め
の
発
電
機
…
…
と
さ

ま
ざ
ま
な
も
の
が
必
要
に
な
る
の
で
、
迅
速

か
つ
的
確
か
つ
経
済
的
に
ニ
ー
ズ
を
満
た
さ

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

意
外
に
重
要
な
「
食
」
の
役
割

　

Ｍ
Ｓ
Ｆ
の
よ
う
に
危
険
な
地
域
、
緊
急
事

態
で
活
動
す
る
団
体
に
は
、
食
や
住
、
健
康

管
理
と
い
っ
た
基
本
的
な
生
活
基
盤
が
じ
つ

は
大
事
で
す
。
第
一
に
、
ス
タ
ッ
フ
が
健
康

で
な
け
れ
ば
多
く
の
患
者
さ
ん
を
診
療
で
き

ず
、
活
動
の
目
的
を
果
た
せ
ま
せ
ん
。
第
二

に
、
過
酷
で
危
険
な
環
境
、
共
同
生
活
や
活

動
上
の
ジ
レ
ン
マ
で
溜
ま
る
ス
ト
レ
ス
が
、

円
滑
な
運
営
に
は
大
き
な
敵
と
な
り
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
食
。
安
全
な
飲
み
水
の
確
保

は
必
須
で
す
が
、
現
地
の
食
事
が
口
に
合
わ

ず
に
体
調
不
良
に
な
る
の
も
困
る
の
で
、
現

地
の
料
理
人
に
は
私
た
ち
外
国
人
ス
タ
ッ
フ

の
多
様
な
食
習
慣
を
説
明
し
、
メ
ニ
ュ
ー
を

工
夫
し
て
も
ら
い
ま
す
。
チ
ャ
ー
ハ
ン
、
手

作
り
パ
ス
タ
、
お
好
み
焼
き
な
ど
、
世
界
中

ど
こ
で
も
作
れ
る
メ
ニ
ュ
ー
は
私
が
直
伝
し

た
こ
と
も
。
食
卓
で
の
会
話
は
チ
ー
ム
の
能

率
も
上
げ
て
く
れ
ま
す
。

　

通
信
手
段
（
電
話
、
衛
星
電
話
、
Ｅ
メ
ー

ル
、
ラ
ジ
オ
、
現
地
ス
タ
ッ
フ
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
等
）
と
移
動
手
段
（
四
駆
車
、
飛
行

機
、
ヘ
リ
、
ロ
バ
等
）
の
確
保
も
必
要
で
す
。

過
去
の
活
動
で
は
、
治
安
情
勢
の
悪
化
で

チ
ー
ム
が
緊
急
避
難
す
る
こ
と
に
な
り
、
近

所
の
サ
ッ
カ
ー
場
を
確
保
し
て
ヘ
リ
を
誘
導

し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
十
分
な
安
全
対

策
な
く
し
て
活
動
は
成
立
し
ま
せ
ん
か
ら
、

緊
急
時
に
備
え
る
の
も
重
要
な
仕
事
で
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
背
景
を
も
つ
人
た
ち
と
、
お

互
い
に
支
え
合
い
、
チ
ー
ム
が
チ
ー
ム
と
し

て
機
能
す
る
よ
う
に
個
々
の
仕
事
を
し
っ
か

り
こ
な
し
て
い
く
の
が
Ｍ
Ｓ
Ｆ
の
活
動
。
日

本
で
は
経
験
で
き
な
い
よ
う
な
困
難
に
も
直

面
し
ま
す
が
、
毎
回
が
貴
重
な
体
験
で
す
。

ロジスティシャン

小口 隼人
Hayato Oguchi

1979年生まれ、神奈川県出
身。2007年からMSFでロジス
ティシャンとして活動。スーダン・
ダルフール、コンゴ民主共和
国、ハイチ大地震被災地、南
スーダンで働く。2011年２～
９月、スリランカでロジスティッ
ク・コーディネーターを務める。
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派遣スタッフの声
〜現地活動に参加して〜 スリランカ

活
動
の
目
的
を
果
た
す
た
め

あ
ら
ゆ
る
面
か
ら
チ
ー
ム
を
支
え
る

「
ロ
ジ
ス
テ
ィ
シ
ャ
ン
」の
仕
事

1 MSFがサポートする北部ポイント・ペドロの病院。
2 食事は大事なコミュニケーションの場。
3 緊急事態用の機材一式。今年１月に大洪水が発生した際に活躍した。
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●スリランカはどんなところ？

　いままで私がMSFの活動で派遣さ
れた地域の中では一番発展した国で、
旅行ガイドブックもちゃんとありまし
た。しかし、2009年に反政府勢力が
制圧されるまで内戦終盤の数年間の戦
いはすさまじく、多くの犠牲者、負傷
者、国内避難民を生みました。最後の
激戦地となったスリランカ北部は、ま
だまだインフラや病院整備、人材育成
が必要な段階です。

Web

紛
争
や
災
害
、
緊
急
事
態
に 

求
め
ら
れ
る
医
療
の
専
門
性

　

自
然
災
害
の
被
災
地
や
紛
争
地
で
行
う
医

療
に
つ
い
て
学
び
、
専
門
的
な
知
見
を
共
有

す
る
外
科
セ
ミ
ナ
ー
。
Ｍ
Ｓ
Ｆ
日
本
が
、
黒

﨑
伸
子
会
長
と
Ｍ
Ｓ
Ｆ
フ
ラ
ン
ス
の
外
科
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ボ
ワ
ロ
ー

医
師
を
議
長
に
迎
え
、
国
内
で
は
前
例
の
な

い
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

初
日
の
公
開
講
義
に
は
約
90
人
が
参
加
。

Ｍ
Ｓ
Ｆ
の
医
師
の
ほ
か
、
赤
十
字
国
際
委
員

会（
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
）の
緊
急
対
応
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
や
、
形
成
外
科
を
専
門
と
す
る
フ
ラ
ン

ス
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
外
科
医
、
日
本
の
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ

（
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
）
の
救
急
救
命
医

な
ど
が
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

２
日
め
は
実
技
研
修
。
骨
折
治
療
の
創
外

固
定
術
（
P. 

17
参
照
）
や
、
先
進
国
で
は
脳

外
科
医
が
行
う
穿せ

ん

頭と
う

術
（
頭
蓋
骨
内
血
腫
の

場
合
、
減
圧
の
た
め
穴
を
あ
け
る
手
術
）
な

ど
の
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

最
新
の
医
療
技
術
と 

現
地
活
動
の
実
際
を
伝
え
る

　

Ｍ
Ｓ
Ｆ
は
フ
ラ
ン
ス
で
同
セ
ミ
ナ
ー
を
12

年
前
か
ら
開
催
し
て
お
り
、
黒
﨑
医
師
は
、

そ
の
内
容
が
日
本
の
医
師
に
も
必
ず
役
立
つ

と
言
い
ま
す
。

　
「
フ
ラ
ン
ス
の
セ
ミ
ナ
ー
に
は
過
去
５
回

参
加
し
ま
し
た
が
、
新
し
い
情
報
を
得
ら
れ

る
と
同
時
に
、
毎
回
、
医
療
援
助
活
動
へ
の

参
加
の
思
い
を
か
き
た
て
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
Ｍ
Ｓ
Ｆ
以
外
の
医
療
従
事
者
に
も
、
私
た

ち
が
世
界
で
行
う
活
動
に
つ
い
て
知
識
を
深

め
て
い
た
だ
く
機
会
に
な
り
ま
す
」

　

初
日
の
議
題
は
、
治
療
の
優
先
順
位
を
決

め
る
「
ト
リ
ア
ー
ジ
」（
P. 

17
参
照
）、
紛
争

外
傷
の
治
療
、
不
安
定
な
環
境
で
の
再
建
手

術
や
産
科
ケ
ア
、
大
規
模
災
害
へ
の
対
応
体

制
、
資
源
が
限
ら
れ
た
環
境
に
適
応
す
る
外

科
技
術
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
り
ま
し
た
。

　

Ｍ
Ｓ
Ｆ
の
活
動
経
験
が
あ
っ
た
参
加
者
は

約
１
割
。
会
場
で
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
防
衛
省
、
国

内
の
医
療
機
関
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
か

ら
の
質
問
、
意
見
も
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

黒
﨑
医
師
は
日
本
初
セ
ミ
ナ
ー
の
成
果
に

つ
い
て
「
よ
り
深
い
専
門
知
識
が
欲
し
い
と

い
う
人
、
よ
り
広
く
知
り
た
い
と
い
う
人
、

意
見
は
さ
ま
ざ
ま
で
し
た
が
、
参
加
者
の
反

応
は
手
ご
た
え
の
あ
る
も
の
で
し
た
。
今
回

の
経
験
を
活
か
し
、
ぜ
ひ
来
年
以
降
も
開
催

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」と
話
し
ま
し
た
。

活動地で求められる技術を実習で学ぶ。
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屋外で外科治療を行わざるをえないことも（ハイチ大震災、2010年）。

©
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y 

「MSF外科セミナー2011」の詳細はこちらからご覧いただけます。 ▶ www.msf.or.jp/event/2011/07/5255.php

●参加者からのコメント

援助活動地では必須となる形成・整形外科の知識は、
専門が細かく分かれる日本ではなかなか勉強できないた
め、興味深かった。 一般外科一般外科医

現場で必要なものは技術やお金だけでなく、指揮系
統、文化の理解も大事だと知った。 医学部６年生医学部６年生

現地の方たちの役に立てる活動を行うために必要
なことがわかりました。自分に何ができるか考えなが
ら経験を積んで、将来活動に参加できたらと思い
ます。 産婦人科医産婦人科医

MSFの活動内容に触れて、自らの医療提供の
可能性が広がりました。学生の時からMSFに興
味があったので、１度は活動に参加してみたいと
いう思いを強くしました。 一般外科医一般外科医

地域防災の救護所で働くため、このような会で今後も
勉強させていただきたい。 整形外科・開業医整形外科・開業医

©
M

S
F  イベント報告

 MSF外科セミナー2011
日本で初めて開催
９月23日〜24日、国境なき医師団（MSF）日本は
外科セミナーを東京で開催。
紛争地や被災地、また人的・物的資源に
乏しい地域で必要な外科の力とは――
国内外の医療従事者が話し合いました。
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激
戦
に
よ
る
制
限
の
中 

医
療
提
供
に
努
め
る

　

今
年
２
月
中
旬
か
ら
リ
ビ
ア
で
噴
出
し
た

反
体
制
デ
モ
が
激
し
い
戦
闘
に
発
展
し
て
か

ら
、Ｍ
Ｓ
Ｆ
は
援
助
の
展
開
に
努
め
ま
し
た
。

　

多
く
の
負
傷
者
と
医
療
の
圧
倒
的
な
不
足

が
生
じ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
初
、

政
府
が
統
制
す
る
西
部
で
は
援
助
が
阻
ま

れ
、
Ｍ
Ｓ
Ｆ
は
東
部
の
ベ
ン
ガ
ジ
を
拠
点
に

活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

戦
闘
に
よ
る
負
傷
者
の
治
療
経
験
が
な

か
っ
た
現
地
の
医
療
機
関
は
、
外
国
人
ス

タ
ッ
フ
の
国
外
避
難
で
人
手
不
足
に
見
舞
わ

れ
、
多
数
の
負
傷
者
の
受
け
入
れ
に
よ
っ
て

飽
和
状
態
に
陥
っ
て
い
ま
し
た
。

　

Ｍ
Ｓ
Ｆ
は
、
不
足
す
る
医
療
物
資
を
提
供

し
、
外
科
チ
ー
ム
を
派
遣
し
て
治
療
体
制
を

補
強
。
ま
た
、
ト
リ
ア
ー
ジ
（
左
頁
コ
ラ
ム

参
照
）
か
ら
傷
の
消
毒
法
ま
で
、
紛
争
下
の

医
療
技
術
を
伝
え
る
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

外
科
治
療
の
ほ
か
に
も
、
深
刻
な
ニ
ー
ズ

が
生
じ
て
い
ま
し
た
。
平
時
で
も
起
こ
り
う

る
慢
性
疾
患
や
産
科
ケ
ア
な
ど
で
緊
急
に
治

療
を
必
要
と
す
る
患
者
が
、
負
傷
者
の
治
療

に
圧
迫
さ
れ
る
医
療
機
関
で
治
療
を
受
け
る

機
会
を
失
っ
て
い
た
た
め
で
す
。

　

内
戦
の
過
酷
な
経
験
は
重
い
心
の
傷
を
残

す
恐
れ
が
あ
り
、
Ｍ
Ｓ
Ｆ
は
心
理
ケ
ア
活
動

も
展
開
し
ま
し
た
。
現
地
の
医
療
機
関
や
住

民
は
心
理
ケ
ア
の
概
念
に
な
じ
み
が
な
か
っ

た
た
め
、
心
理
療
法
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

や
広
報
活
動
の
支
援
、
研
修
な
ど
技
術
的
サ

ポ
ー
ト
を
行
っ
て
浸
透
を
支
え
て
い
ま
す
。

迫
害
さ
れ
る
外
国
人
労
働
者 

苦
境
を
支
え
る
援
助
は
続
く

　

リ
ビ
ア
で
は
多
く
の
外
国
人
が
働
い
て
い

ま
し
た
が
、
旧
カ
ダ
フ
ィ
政
権
が
外
国
人
を

傭よ
う

兵へ
い

に
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
紛
争
中
に

外
国
人
は
襲
撃
の
標
的
に
な
り
ま
し
た
。

　

チ
ュ
ニ
ジ
ア
に
逃
れ
た
ア
フ
リ
カ
諸
国
出

身
者
の
一
部
は
、
祖
国
の
政
情
な
ど
の
理
由

で
帰
郷
で
き
ず
、
一
時
滞
在
キ
ャ
ン
プ
に
長

期
に
わ
た
っ
て
足
止
め
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

危
険
を
冒
し
て
イ
タ
リ
ア
・
ラ
ン
ペ

ド
ゥ
ー
サ
島
に
船
で
渡
っ
た
人
び
と
、
リ
ビ

ア
国
内
で
劣
悪
な
環
境
の
避
難
キ
ャ
ン
プ
に

集
ま
っ
て
暮
ら
す
人
び
と
な
ど
、
避
難
し
た

先
で
も
窮
状
に
お
か
れ
る
外
国
人
労
働
者

に
、
Ｍ
Ｓ
Ｆ
は
医
療
や
心
理
ケ
ア
、
救
援
物

資
な
ど
の
援
助
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

Web リビアにおける活動の詳細はこちらからご覧いただけます。 ▶ www.msf.or.jp/news/2011/09/5313.php

リ
ビ
ア
内
戦
下
の 

緊
急
援
助
展
開
を
振
り
返
る

今
年
２
月
か
ら
旧
カ
ダ
フ
ィ
政
権
と
反
体
制
派
の
間
で
激
し
い
攻
防
戦
が
起
き
た
リ
ビ
ア
。

各
地
で
一
進
一
退
を
続
け
た
戦
闘
の
中
、
人
び
と
に
医
療
を
提
供
す
る
た
め
に

国
境
な
き
医
師
団（
M
S
F
）は
い
か
に
活
動
を
展
開
し
て
き
た
の
か
、
あ
ら
た
め
て
振
り
返
り
ま
す
。

●リビア情勢とMSFの活動の推移
２月中旬 カダフィ政権に対するデモに政府

軍が武力攻撃で応じ、内戦に陥る。

２月25日 MSFのチームがエジプトから陸路で
ベンガジに到着。一方、チュニジ
ア国境から入国を試みたチームと、
トリポリに着陸した援助物資の貨物
機は入国を拒否される。

３月１日 ミスラタから援助要請があるが、道
路封鎖のためたどりつけない。

３月15日 政権側の猛攻で情勢が悪化した
ベンガジから退避。24日に活動
再開。

３月19日 北大西洋条約機構（NATO）主導
の多国籍軍がリビア空爆を開始。

４月４日 西部地域への援助は拒否される状
態が続き、MSFは抗議の声明を
発表。

４月下旬 ミスラタ、ジンタンでの医療支援
を開始。

５月27日 ジンタンの病院から一時避難を
余儀なくされる。

7月 ミスラタ、ジンタンで心理ケア活
動開始。

８月初旬 首都トリポリにチームが入る。

８月23日 トリポリ陥落。カダフィ政権は事
実上崩壊。

10月 シルトなど戦闘が続く各地で医療
援助を続ける。

©
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紛争下で医療へのアクセスが妨げられると、特に危機に陥
りやすいのは妊産婦。日本では外科医が行う機会が少ない
帝王切開や、超音波検査などの機器がない環境で胎内の状
態を見極める技術もセミナーで取り上げられました。

紛争中でも赤ちゃんは産まれる

紛争下の緊急事態で求められる外科医療の専門技術。限ら
れた人的・物的資源の中で最大限の医療を提供するアプ
ローチが、９月のMSF日本 外科セミナー2011（P.15参照）
でも取り上げられました。

人骨模型を使った、創
外固定（下記参照）の
実技研修。

多数の負傷者に対応する際は、治療の優先順位を決める「ト
リアージ」が重要。明確な基準で迅速な判断が可能になりま
す。時間や手術機材が限られている場合、より多くの命を救
うために厳格な決断が必要なこともあるためです。

緊急事態に必須の「トリアージ」

気道・呼吸器・循環器の損傷
（気管切開、血胸、出血性腹部外傷など）

蘇生と手術を直ちにカテゴリー１

非出血性腹部外傷、四肢の損傷、穿
せん

通
つう

性頭部外傷など
要手術だが待機できるカテゴリー２

局所麻酔で処置できる表在性の創傷など
手術なしの応急処置カテゴリー３

瀕死の状態や複数の重要臓器損傷で、手を尽く
しても助かる見込みがわずかである場合

手術はせず、支持的療法のみカテゴリー４

多数の負傷者が一度に運ばれてきた際の
トリアージ基準

紛争地の活動では現地の文化への理解や先進国の美容整形
とは異なる柔軟な発想も求められます。重要なのは可能な限
り傷を閉じて感染を防ぐこと。セミナーではフラップ（皮弁
移植）＊や熱傷治療の実践技術などが紹介されました。

不安定な状況下での整形・形成外科

＊フラップ（皮弁移植）：他の部位の皮膚・皮下組織などを血流を保っ
たまま移動して、皮膚欠損を再建する手技。

©
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骨折部の上下の骨に向かって体の
表面からピンを差し込み、固定具
を装着する「創外固定」。先進国
ではプレートなどを埋め込む創内
固定法が一般的ですが、無菌環境
の確保が難しい状況では感染の恐
れがあるため切開を避けます。

環境に適した骨折治療「創外固定」

固定具は軽いカーボン製で
患者の負担を軽減できる。
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ベンガジ
反政府派の拠点だっ
たリビア第２の都市。
MSFはここから援助
活動を開始し、現地
の医療機関を物資と
人員の両面から支援。
戦闘が西部に移動するにつれ、東部での医療援助は妊
産婦や小児、心理ケアに焦点を移した。周辺地域の国
内避難民キャンプでも援助を実施。

イタリア・
ランペドゥーサ島
MSFが医療支援を行ってきた移民収
容センターには、リビア内戦開始後、
移民労働者が地中海を渡って逃れてく
るようになり、その数は７月までに２
万人近くに上った。船の難破も度々発
生し、食糧も水もなしに約１週間を海上で過ごすなど、生存者も多く
が著しく体調を崩していた。MSFは船が着岸する埠

ふ

頭
とう

で救護にあた
るとともに収容センターでの経過観察を行う。

トリポリ
８月には激戦が首都トリ
ポリに迫り、現地の医療
機関の物資とスタッフの
深 刻な不 足が伝えられ
た。MSFは負傷者の治療
を支援し、医療物資の提
供を行った。９月以降、戦闘は徐々に収束し、外科のニーズは負
傷者の二次手術に移行した。また、移民労働者の避難キャンプ
の環境は劣悪であり、MSFは診療や水の供給など援助を行った。

ミスラタ
西部地域へのアクセスが拒絶され
る中、MSFは東部ベンガジからミ
スラタへの援助の到達に努め、４
月には計100人以上の患者を船で
チュニジアへと搬送した。４月18
日に市内で医療支援を開始。戦線
付近の高度救命センターの活動も
サポート。産科支援や、市内の刑
務所での診療や心理ケアも行う。

ジンタン
４月30日から現地病院の救急部門でトリアー
ジの支援や集中治療室の改修にあたり、容態
が安定した患者は術後ケアのため安全なチュ
ニジアに移送した。その間も町は爆撃を受け
ており、５月27日には病院付近にロケット弾
が着弾したため一時退避を余儀なくされた。
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チュニジア国境地域
チュニジア側国境では援助団
体の入国が遮断される状態が
続いた。MSFは待機を続けな
がら、リビアから逃れてきた人
びとの避難キャンプで心理ケ
アなど援助活動を開始した。
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新
し
い
診
療
所
を 

12
月
中
旬
に
開
設

震
災
直
後
の
緊
急
援
助
か
ら
、
復
興
へ
と
つ
な
ぐ
援
助
へ
―
―
。

現
在
、
国
境
な
き
医
師
団（
Ｍ
Ｓ
Ｆ
）は
、

新
し
く
設
備
の
整
っ
た
診
療
所
の
建
設
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

震
災
直
後
か
ら 

医
療
援
助
を
提
供

　

岩
手
県
南
部
に
位
置
す
る
沿
岸
の
町
、
宮

古
市
田
老
地
区
。
３
月
11
日
に
防
潮
堤
を
超

え
て
襲
っ
た
津
波
の
甚
大
な
被
害
か
ら
、
町

は
少
し
ず
つ
復
興
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

津
波
に
よ
っ
て
多
く
の
人
命
と
家
屋
が
失

わ
れ
た
際
、
３
年
前
に
建
設
さ
れ
た
ば
か
り

の
町
の
診
療
所
も
破
壊
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
Ｍ
Ｓ
Ｆ
は
震
災
直
後
に
現
地
に
到
着

し
、
地
区
で
た
だ
一
人
の
内
科
医
、
黒
田

仁
医
師
の
サ
ポ
ー
ト
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

Ｍ
Ｓ
Ｆ
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
は
田
老
地
区

で
、
震
災
後
の
緊
急
期
か
ら
６
月
末
に
か
け

て
合
計
２
５
９
０
人
の
患
者
を
診
療
。
臨
床

心
理
士
に
よ
る
心
理
ケ
ア
も
、
個
別
相
談
と

グ
ル
ー
プ
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
計
３
０
０
回
実
施

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
６
月
か
ら
は
、
新
し
い

診
療
所
の
建
設
支
援
を
進
め
て
い
ま
す
。

地
域
医
療
を
支
え
て
い
く 

機
能
的
な
診
療
所

　

震
災
後
、
避
難
所
と
な
っ
た
高
台
の
ホ
テ

ル
施
設
「
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
三
陸
み
や
こ
」
内

に
仮
の
田
老
診
療
所
が
設
置
さ
れ
、
住
民
の

診
療
の
場
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
「
た
だ
、
現
在
の
仮
設
診
療
所
は
緊
急
事

態
の
最
中
に
設
置
さ
れ
た
た
め
、
本
来
は
医

療
目
的
の
使
用
に
は
適
し
て
い
な
い
の
で
す
」

　

新
し
い
田
老
診
療
所
の
設
計
を
担
当
し
た

Ｍ
Ｓ
Ｆ
の
山
住
邦
夫
建
築
士
は
そ
う
説
明

し
ま
す
。
現
在
、
Ｘ
線
検
査
用
の
部
屋
に

は
検
査
技
師
の
た
め
の
十
分
な
防
護
が
な

く
、
患
者
は
廊
下
で
診
察
を
待
た
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
診
療
所
が
あ
る
２
階

に
上
が
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
は
、
ス
ト
レ
ッ

チ
ャ
ー
を
乗
せ
る
広
さ
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
同
じ
施
設
の
１
階
に
新
た
に
診

療
所
を
建
築
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
震

災
前
は
宴
会
場
だ
っ
た
フ
ロ
ア
で
す
。

　
「
黒
田
医
師
は
じ
め
診
療
所
ス
タ
ッ
フ
と

と
も
に
検
討
を
重
ね
て
一
か
ら
レ
イ
ア
ウ
ト

を
設
計
し
ま
し
た
。
旧
診
療
所
の
外
来
部
門

の
機
能
を
す
べ
て
復
帰
し
、
ゆ
と
り
の
あ
る

ス
ペ
ー
ス
を
確
保
で
き
ま
し
た
」
と
、
山
住

建
築
士
は
話
し
て
い
ま
す
。

　

Ｍ
Ｓ
Ｆ
は
、
建
設
に
か
か
る
費
用
と
診
療

所
に
必
要
な
医
療
機
材
の
購
入
費
を
す
べ
て

提
供
。
新
し
い
田
老
診
療
所
は
12
月
中
旬
に

診
療
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

　

東
日
本
大
震
災
に
対
応
す
る
援
助
活
動
の

責
任
者
、
マ
リ
ー
・
ウ
ア
ネ
ス
は
、
こ
う
述

べ
て
い
ま
す
。

　
「
地
域
の
復
興
支
援
に
貢
献
で
き
る
の
は

す
ば
ら
し
い
こ
と
で
す
。新
し
い
診
療
所
は
、

こ
れ
か
ら
数
年
に
わ
た
っ
て
地
域
の
医
療
を

支
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
」
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施工業者と打ち合わせを行う山住邦夫建築士（左）。
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1  現在は、旧ホテルの廊下が診療所の待合室に。　 2  田老地区を訪問したMSFインターナショナル会長、ウンニ・カルナカラ医師（左から２番め）と
MSF日本会長、黒﨑伸子医師（左）に、診療所について説明する黒田仁医師（右前）。　 3  津波に破壊された旧診療所の時計はその時間で止まって
いた。　４ 新診療所の建設が進む現場。

1 2

3

４

支援者の皆様からお寄せいただく活動

資金を効率的に各事業に配分し、その成

果を明瞭に開示することが、財務部の主

要業務です。寄付される方の一番の関心
目標です。つまり、1000円のご寄付をい

ただいた場合、その内750円は現地のため

に使用します、という決意表明です。この

レシオを毎年比較していただければ、資

金活用の効率性の推移がおわかりいただ

けます。他の経費を抑え、このレシオを上

げるのも、財務部の使命です。

そして、わかりにくい財務を、できる限

りわかりやすく明瞭にご説明することを、

心掛けております。安心してご寄付いた

だけますように、と日々念じながら。

事は現地への資金配分だと思いますが、

これは、活 動の運 営にあたるオペレー

ション支部と協議して、年度予算に応じ

た配分額、配分国を決めています。

くわしくは、『活動報告書』の「正味

財産増減計算書総括表」をぜひご覧くだ

さい（左図参照）。その中の「援助活動費」

は、現地の活動を支援する資金です。皆

様からの寄付の70％以 上がここに含ま

れ、現地に届きます。

これと現地の状況を伝える広報活動費

との合計が「ソーシャル ・ミッション費」

です。この額が総経常費用に占める割合

を「ソーシャルミッション・レシオ」 （2010

年度は74.5%） と呼び、毎年70～75％が

世界の人道的危機の現場と日本をつなぐために、国境なき医師団（MSF）の日本事務局
で働くスタッフたちの仕事をお伝えするシリーズ。
今回は、皆さんからお預かりする大事な活動資金を扱う、２つの部署を取り上げます。ファンドレイジング／財務

MSF日本 オフィス紹介

“ ”
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齋藤 哲也

財務部
ディレクター

Web MSF日本『活動報告書』はウェブサイトでもご覧いただけます。 ▶ http://www.msf.or.jp/info/actreport.html

「ファンドレイジング」とは活動に必要

な資金を支援者となってくださる方々か

ら募る活動。世界の人道的危機や寄付に

関する情報発信、支援者からの問い合わ

せ応対など、双方向のコミュニケーショ

ンを担う部署です。活動に対する励まし

やご意見を受け取り、日々改善に取り組

んでいます。「困っている人のために」と

いうお気持ちをお金としていただくので

すから、きちんと使い、報告する義務があ

ると、常に心に銘じています。

世界中で医療援助を必要とする国や地

域は拡大しており、MSFの活動に対する

携帯電話や電子決済の活用も進めたい。

また、寄付をされた方に、一人ひとりの参

加が現場の活動を支えている意義をもっ

と感じていただきたい。コストを減らしな

がらきちんと活動を報告し、満足・納得

していただく方法を模索中です。

ニーズも広がっています。いま、19ヵ国の

支部のうち日本の寄付額は第６位。MSF

全体の１割を占めており、活動への影響、

責任が増しています。MSF日本への寄付

は現在100％が民間から。年間20万もの

支援者が支えてくださっています。東日

本大震災のとき、24時間以内に現地入り

ができたのも皆様の日々のご支援あって

のこと。あらためて感謝申し上げます。

でも、じつは資金集めと等しく重要な

ことがあります。一人でも多くの方に、世

界で起きていること、MSFの取り組みを

知ってもらい、参加いただくこと。寄付は

その参加の一つの形だと思っています。

今後の課題は、より多くの方が参加で

きるよう、寄付方法の利便性を増すこと。

コンビニでの振り込みもその一つですが、

寄付は「人のために」という気持ちを
預かること。気がひきしまります            “ ”

2010年度
『活動報告書』 

p.24
正味財産増減
計算書総括表

吉田 幸治

ファンドレイジング部
ディレクター
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いま支援者から求められていることは何か？
部内ミーティングで話し合う。
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財務報告、
ココを見てください！

東日本大震災 ACTIVITY NEWS
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　マルタから24時間の貨物船の旅を経て、人気のないミスラタの港に着きま

した。どこかで砲弾の音が……。外科治療支援に入った病院の周りは砂の町

です。２km先の石油タンクに着弾して三日三晩、炎と煙が立ち上ったこと

もありました。

　活動１週めに30代の中等度のやけどの患者が来ました。口数が少なく、表

情も穏やかな人でした。それでも、痛みを恐れて小さな手術でも全身麻酔を

求めるほかの患者たちと同様、彼も何回かのガーゼ交換を麻酔下で行いまし

た。手術そのものに対する畏怖もあるのかもしれません。｢アッラーアクバル、

アッラーアクバル……｣、術後の患者が、回復室で唱えつづける姿をよく見

かけました。

　やけどの彼は２週間後にはガーゼをつけたまま退院しました。しかし数日

後、40km先の前線近くで彼を見たとの話が伝わったのです。「え～、また？」。

腹部の手術をした患者もドレーンを抜いたらすぐ退院し、翌日戦闘に戻って

いたことがありました。潔いとも言えるのですが。彼らと話をすると、ラク

ダに乗ってサーベルを振り回しそうなスピリッツを感じることもありました。

　私はよく活動地にキャラクターグッズを持っていくのですが、ドラえもん

がハンバーグを食べるボールペンを見てボランティアの女子医大生が、｢アッ

プクール、アップクール｣ と言います。ドラえもんをアラビア語では ｢アッ

プクール｣ と呼び、テレビで有名なのだそうです。調査してみると、女性は

ほぼ全員、男性の３分の２は ｢アップクール｣ を知っていました。緊迫を強

いる戦いが終わり、ラクダにドラえもんが乗って砂漠を行くような、そんな

のどかなリビアになればいいのに、と思います。

もろさと強さを併せもつ戦地の患者たち
馬庭宣隆
Noritaka Maniwa

整形外科医
リビア

　ペシャワールにMSFが５月に開設した「女性の病院」で、病院長を

務めました。清潔で環境の整った病院は現地の女性に喜ばれましたが、

治安情勢が悪く、外国人スタッフの人繰りも難しい中、地元の信頼を

得るのは重責でした。

　ある日、外国人医師の不足で病院唯一の産婦人科医になってしまっ

たパキスタン人女性医師が憤った様相で駆け込んできました。その日

行った緊急帝王切開術が、子宮摘出術になる危険性があったと言いま

す。「女性の一生を左右するそんな決断を、私一人ではしたくない！」。

現地では、母体を救うため子宮を摘出した医師が患者の家族に襲撃さ

れることもあります。現地事情を鑑みれば、摘出の決断を、経験豊富

な産婦人科医の同僚や病状に精通した病院長クラスの医師がともに支

えるべきでした。

　医療がなすべきことは世界共通と思いがちですが、妊娠や子ども、

生と死の意味は、場所によって大きく異なります。地域の考え方を軽

視することは、患者さんや医療従事者に予想外の深刻な状況をもたら

しかねません。まず相手を知り、こちらも考えや理由を伝えて、お互

い納得した上で、多くの女性が安心して医療を受けられる……。「女性

の病院」が成長を続け、将来そのような場所になることを願います。

病院スタッフと
のミーティング。
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現地の女性たちに
最適な環境を提供
することに努めた。
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“女性が安心できる病院”に必要なもの 
菅原美紗
Misa Sugawara

内科医
パキスタン

ともに働いたリビア人と
MSFの国際チーム。

（右下が筆者）
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活動場所になった
カスル・アハメド
病院。
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リビアへは地中海のマルタ
島から船で入った。
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砲撃された石油タンクから上る煙。
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　自分の生まれ育った地、三陸沿岸が被災。そして、MSFでの初めての

派遣……全身全霊をかける思いで活動にあたりました。５月の１ヵ月間、

ほかの医療支援団体が撤退しはじめた時期でした。

　私は主に、慢性疾患の診療、心のサポート、感染症把握、保険診療へ

の紹介を行いました。ただ慌ただしく２週間が過ぎたころ。活動場所の

救護所近くの仮設コンビニに立ち寄ると、「先生ー」の声。「先日はあり

がとうございました。おかげさまで元気に……」と、６歳くらいの男児

と父親の姿。数日前に避難所から救護所に受診に来た、発熱が続いて重

症感のあった子です。救護所では検査が限られるため内陸部の病院へ紹

介したまま、少し気がかりだったのです。「よかった」と思わず頬が緩み、

大きくうなずきかえして応えました。

　現場でしかわからないこともあり、MSFのチームと地元病院スタッフ

に支えられて学ぶことが多い日々でした。正解の見えない、緊急事態の

状況下で踏み出した活動の一歩となりましたが、いまは自分にできる故

郷での医療活動という「一歩」を継続しながら、次の派遣へ備えたいと、

強く思っています。

故郷で踏み出した「一歩」 
鈴木徹郎
Tetsuro Suzuki

小児科医
日本（東日本大震災）

ともに診療にあたったスタッフと。（筆者：前列中央）
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総合体育館の一角に設置された
救護所で活動。
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今回はパキスタン北部ハングーの病院での活動。
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肩から金属が出てしまっ
た患者さんのＸ線写真。
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現地のごちそうも、元気をくれます。
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　海外への派遣は今回で６回めですが、私は現地で毎回同じ想いを抱きます。そ

れは、「本当の豊かさとは何か？」という疑問です。

　現地の貧しい人びとは、病気になっても病院に行けません。ある日、24歳の女

性で「肩から金属が出ていて痛い」と訴える患者さんがいらっしゃいました。診

ると骨折時に骨の固定に使われる金属の板が肩から出ています。４歳のときに骨

折して手術を受けたが、その後お金がないために病院に行けず、成長に伴って骨

と金属が合わなくなり、10年以上も痛みに耐えていたと言います。もちろん今回

手術をして、無事に金属を除去することができました。

　しかし、私の見た現地の方々は、明るく、モチベーションも高く、もちろん落

ち込むときもありますが、基本的に前向きでした。東京では、物質的にとても豊

かで食べものに困ることはありませんが、皆さん下を向いて歩き、動きが早くて

も躍動感は感じられません。はたして、どちらが豊かな人生なのでしょうか？

　毎回活動地に行くたびに、私は現地の人びとから元気をもらっています。帰国

すると、上を向いて歩けるようになります。およそMSFの本来の目的とは異なる理

由ですが、そんな経験がこれからも活動に参加したい、現地に飛びたいという気

持ちを後押ししてくれるのです。

本当の豊かさとは？　生きる活力とは？
初雁育介
Ikusuke Hatsukari

麻酔科医
パキスタン
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海外派遣スタッフ情報

活動ニュースフラッシュ

アフガニスタン

北部にただ１つの 
外傷治療センター開設
　MSFは８月29日、アフガニスタン北部のクンドゥーズ州に新しい外
傷治療センターを開設。激しい戦闘が続くこの地域では、多くの人が爆
弾や砲弾、銃撃で負傷し、外科処置が必要とされていましたが、これま
で北部には専門病院がありませんでした。MSFは、同国の他の活動拠
点と同様に、病院への武器持ち込み禁止を徹底し、市民と戦闘員を区別
せず必要な医療を提供しています。　　　　　　  ＜10月18日現在＞

銃創の治療を受ける12歳の少年。

©
O

lof B
lom

qvist / M
S

F

ケニア

MSFスタッフ２人が 
襲撃・拉

ら

致
ち

される
　10月13日、ダダーブ難民キャンプでソマリア難民の援助にあたる
MSFの車両が襲撃を受け、スペイン人スタッフ２人が拉

ら

致
ち

され、運転手
１人が負傷する事件が発生しました。２人の消息は不明で、現地のチー
ムは一部退避、医療活動の一部中止も余儀なくされました。MSFは現
地の活動への影響を抑えつつ２人を無事救出することを最優先に、関係
機関に慎重な対応と協力を求めています。　　　  ＜10月31日現在＞

２人の消息はまだわかっていない。　
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2010年ハイチ大震災、テント病院での手術。

一般外科医、整形外科医、麻酔科医、
産婦人科医、助産師が不足しています。
国境なき医師団（MSF）では、世界各地での活動に参加するさまざまな職種の海外派遣スタッフを随
時募集しています。現在、MSFの活動地で最も不足している職種は、一般外科医、整形外科医、
麻酔科医、産婦人科医、助産師です。

臨床ガイドライン、必須医薬品、産科学などの参考図書を、www.refbooks.msf.org/（英語）から
無料でダウンロードできます。

新たに派遣されたスタッフ
（2011年８月〜10月出発）

ロジスティシャン：物資調達、施設・機材・車両の管理など、状況に応じて医療・財務・人事以外の業務全般を担当
アドミニストレーター：現地活動の財務・会計、人事管理を担当

氏名 職種 派遣地

浅井　三陽子 ロジスティシャン ナイジェリア
渥美　智晶 ER（救急医） パキスタン
安藤　恒平 外科医 イエメン
大野　充 看護師 リビア
岡本　文宏 内科医 パキスタン
ケヴィン・カヴァノー ロジスティシャン 南スーダン
上平　明美 看護師 エチオピア
川嶋　佳子 看護師 ケニア
神田　紀子 薬剤師 コートジボワール

氏名 職種 派遣地

キム・ナヨン 内科医 エチオピア
京寛　美智子 看護師 エチオピア
沢田　さやか ロジスティシャン エチオピア
幣原　園子 ER（救急医） イエメン
篠崎　康子 臨床心理士 リビア
菅村　洋治 外科医 ハイチ
高橋　央 助産師 パキスタン
竹中　裕 外科医 パキスタン
田村　美里 医療コーディネーター コンゴ民主共和国

氏名 職種 派遣地

萩原　健 プログラム責任者 イエメン
初雁　育介 麻酔科医 パキスタン
平井　亜由子 内科医 グルジア
フィッシュバッハ　靖子 看護師 ナイジェリア
柾本　常子 看護師 イエメン
馬庭　宣隆 外科医 ナイジェリア
村上　千佳 助産師 リビア
森田　光義 内科医 ソマリア
吉田　ゆかり 看護師 イラク

発行所：国境なき医師団日本
発行人：エリック・ウアネス（事務局長）　編集人：林ホルム由実子
編集長：谷口博子　編集：金杉詩子、河野厚子［大東印刷工芸株式会社］　編集協力：サム・テイラー　デザイン：坂本真一郎［クオルデザイン］　印刷・製本：大東印刷工芸株式会社
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国境なき医師団の活動地の状況と活動内容をよりわかりやすくお伝えするために、ぜひアンケートにご協力ください。
郵送またはウェブサイトから、ご回答いただけます。
アンケートにご協力いただいた方の中から抽選で３名様にMSF特製エコバッグ（左写真）を差し上げます。

郵送  郵便はがきに、ご住所、お名前、年齢、職業、アンケートの回答をご記入のうえ、下記までお送りください。２月末日消印有効  

　　　  〒162-0045　東京都新宿区馬場下町１-１ 早稲田SIAビル３階　国境なき医師団日本・広報部宛

Web  www.msf.or.jp アンケートのバナーからお進みください。２月末日まで回答可能

※お寄せいただいた個人情報はアンケート分析にのみ利用いたします。

よりよい
『REACT』を

お届けする
ために

●次の①〜④には［ア そう思う　イ そう思わない　ウ どちらともいえない］から選択して、⑤⑥には自由回答でお答えください。
①世界の人道危機や医療ニーズへの理解は深まりましたか。 ②MSFの活動への理解は深まりましたか。 ③MSFや派遣スタッフを身近に感じることができましたか。 
④今後もMSFを支援していこうと思いますか。 ⑤特に印象に残った記事を２つ教えてください。 ⑥ご意見・ご感想を自由にお聞かせください。

●応募資格ほか詳細についてウェブサイトをご参照の上、ぜひご応募ください。 
　  　　　 www.msf.or.jp/workWeb

郵送 ２月末日消印有効

Web ２月末日まで回答可能

ケニア アフガニスタン

郵送 ２月末日消印有効

Web ２月末日まで回答可能

ケニア アフガニスタン

ご紹介者様 ご友人

「資料請求フォーム」のご紹介者様
ご記入欄にお名前と支援者番号を記
入して、ご友人に渡します。

「資料請求フォーム」にご自分のお名
前と住所を記入して、FAXまたは郵送
でMSFに返送します。

MSFからご紹介者様には御礼ハガキ
が、ご友人には資料が届きます。
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　　　　　　　　　 お申し込みは、同封の資料請求フォームをご利用ください。
の
り
し
ろ

のりしろ（この部分にのりをつけて半分に折り、貼り合わせてください）

のりしろ

A キリトリ線

資料請求フォーム

B

B

国境なき医師団の活動について知りたいので、資料を送ってください。

お寄せいただいた情報は、個人情報に関する法令を遵守の上、厳正に管理し、ご友人へのご案内をお送りする以外の目的で使用することはありません。

個人情報の詳細はこちら ＞＞ www.msf.or.jp/privacy/index.htm

ご友人
ご記入欄

メールアドレスをご記入いただいた方には、メールマガジンを配信させていただきます。携帯メールもご登録いただけます。

＠

〒

☎
（　　　　　　　　）

フリガナ

メール
アドレス

ご住所

お名前

ご紹介者様
ご記入欄

お届けしたニュースレターの宛名の下に記載されている支援者番号をご記入ください。

ご紹介者様のお名前と支援者番号のご記入がありませんと、絵ハガキをお届けすることができませんので、ご了承ください。

フリガナお名前

支援者
番号

お申し込みは、FAXまたは郵送で
国境なき医師団日本 行  FAX 03-3764-7682

FAX 資料請求フォームを　  で切りはなし、そのままFAXにて送信。

A
郵送 資料請求フォームを　  で切りはなし、　 で谷折りして、のりしろ部分をのりづけして投函。

A
B

〒162-0045 東京都新宿区馬場下町１-１ 早稲田 SIAビル３階

ご不明な点は、お電話でお気軽にお問い合わせください。

通話料無料（9：00～19：00／無休）

0120-999-199　

お問い合わせ

「資料請求フォーム」のご紹介者様ご記
入欄にお名前と支援者番号を記入して、
ご友人に渡します。 「資料請求フォーム」にご自分のお名前と

住所を記入して、FAXまたは郵送でMSF
に返送します。 MSFからご紹介者様には絵ハガキが、

ご友人には資料が届きます。
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命を救う活動を、

伝えたい

にも
あ
の
人

ご友人

ご紹介者様

イラスト：©Naoko Ichise

支援の輪の拡大に、ご協力ください。
日頃より、国境なき医師団（MSF）の活動をご支援くださいまして、ありがとうございます。

地域、ご家族、学校、職場、ご友人の集まりなど、
皆様のまわりにMSFにご関心をお持ちの方がいらっしゃいましたら、

ぜひこちらの資料請求フォームを差し上げてください。

ご友人が資料をご請求くださると、ご友人にはMSFのパンフレットをお送りします。

そしてご紹介者様には、MSFからお礼の絵ハガキをお送りします。

支援の輪が広がり、一人でも多くの人びとに医療を届けられるよう、どうぞご協力ください。

支援の輪の拡大に、ご協力ください。
地域、ご家族、職場、ご友人の集まりなど、皆様のまわりにMSFの活動に
ご関心をお持ちの方がいらっしゃいましたら、ぜひ同封の資料請求フォームを差し上げてください。

支援の輪が広がり、一人でも多くの人びとに医療を届けられるよう、ご協力をよろしくお願い申しあげます。

命を救う活動を、
あの人にも

伝えたい

   お知らせ

「つたわる、つながる、つぎの命へ。」
相続財産やお香典からの寄付、また、遺贈の対象として国境なき医師団を選ぶ方が増えています。
パンフレット希望の方は、下記の電話番号かウェブサイトにてお申し込みください。
寄付していただいた遺産は非課税扱いとなります。

遺産・お香典からの寄付

0120-999-199
（通話料無料、9：00～19：00／無休）

TEL www.msf.or.jpWeb  www.msf.or.jp/mb/ 携帯サイト

寄付金控除のご案内

多くの場合、新たな方式の方が従来よりも大きな控除を得られます。いずれの場合でも、控除を受けるには確定申告が必要となります。
詳しくは最寄りの税務署にお尋ねください。

◇上記の控除に加えて、都道府県または市区町村の条例により、弊団への寄付が個人住民税控除の対象となる場合があります。
　詳しくはお住まいの各市区町村税相談窓口にお尋ねください。

◎所得控除の場合（これまでの方式）
（年間寄付合計額 ― 2,000円）※1 所得税率

（5%〜40%） 寄付金控除の額＝×
※1　年間所得の40%に相当する金額が上限

◎税額控除の場合（新たに加わった方式）

※1　年間所得の40%に相当する金額が上限
※2　控除額は、所得税額の25%が上限

（年間寄付合計額 ― 2,000円）※1 40%× 寄付金控除の額※２＝

認定NPO法人への寄付優遇税制の拡大を盛り込んだ税制改正法が成立し、
従来の「所得控除」に新たな「税額控除」を加えた２種類のうち、いずれか有利な方を選択できるようになりました。
弊団に関しては今年１月以降の寄付金から適用されます。
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